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a.管口耐震化工

特丸１号マンホール 49937

汚水◎250mm  1箇所

本工事施工区間（補助）

b.管口耐震化工

汚水◎250mm  2箇所

c.管口耐震化工

汚水◎250mm  1箇所

d.管口耐震化工

雨水◎400mm  1箇所

e.管口耐震化工

汚水◎250mm  1箇所

f.管口耐震化工

汚水◎250mm  1箇所

g.管口耐震化工

雨水◎450mm  1箇所

h.管口耐震化工

雨水◎450mm  1箇所

i.管口耐震化工

雨水◎600mm  1箇所

j.管口耐震化工

雨水◎450mm  1箇所

特丸１号マンホール 68320

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 75578

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 43076

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 878

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 73703

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 45934

本工事施工区間（補助）

特丸１号マンホール 24541

特丸１号マンホール 54874

特丸１号マンホール 30792

本工事施工区間（補助）

本工事施工区間（補助）

本工事施工区間（補助）
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m.非開削人孔浮上抑制工法（雨水）

特丸１号マンホール 2241

本工事施工区間（単独）

l.非開削人孔浮上抑制工法（雨水）

特丸１号マンホール 62617

本工事施工区間（単独）

k.非開削人孔浮上抑制工法（雨水）

特丸１号マンホール 73029

本工事施工区間（単独）
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n.非開削人孔浮上抑制工法（汚水）

特丸１号マンホール 16368

本工事施工区間（単独）
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※標準配置特記事項
　(1)人孔高さ方向の配置
　　1.人孔立上り壁及び管取付壁への設置を基本とする。

　　2.最低設置高は、インバートの最も高い部分から15cm離れた位置を基本とする。

　　3.高さ方向の間隔は、50cmを標準とする。
　(2)人孔水平方向の配置
　　1.配置については均等を標準とする。なお、消散弁の設置数は１人孔あたり

　　　最低２か所を標準とする。
　(3)取付不可能な位置
　　1.斜壁側塊
　　2.斜壁側塊と直壁側塊との接合部から16cm未満の部分
　　3.直壁側塊のあご部分
　　4.人孔床版塊下から15cm未満の部分
　(4)配置の基準
　　1.足掛金物の中心線を基準とし、その中心線が取付ける消散弁間隔の中心と

　　　ほぼ一致する位置に取付ける。
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